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Information

　令和７年の新春を迎え、会員の皆様並びに関係各位に対しまして謹んで新年のご挨拶を申し上げます。旧年
中は、庄原商工会議所の事業活動に多大なるご支援とご協力を賜り、心から厚く御礼申し上げます。
　さて、昨年はパリオリンピックでの日本選手の躍進や大リーグ大谷選手の超人的な大活躍など心躍るニュー
スがあった一方、２つの戦争の激化など世界の分断が深刻化しています。
　日本においては１月の能登半島地震と9月の令和6年奥能登豪雨と、石川県の皆様には筆舌に尽くしがたい
辛く悲しい一年であられたと改めてお悔みとお見舞いを申し上げます。
　政治においては自民党が少数与党に転じ、経済では日経平均株価が3月に34年ぶりの最高値を更新し史上
初の４万円を超え、日銀もマイナス金利を解除するなど長年の課題であったデフレからの脱却に現実味を帯び
てきています。そして「賃上げ」が大きなテーマの１年でした。昨年は中小企業の賃上げ率も3％台半ばに達しま
したが、収益改善を伴わない「防衛的賃上げ」が全体の６割を占めていました。
　庄原においては５月にタクシーの夜間営業が休止するという暗いニュースがありましたが、本屋さん「ほなび」
の開店やナイトデマンドバス「よるくる」の試験運行、続いて七塚原の「赤いサイロの復活クラウドファンディング
の目標金額達成」や株式会社ウッドワンの工業団地への誘致と操業開始、西城川の天然鮎が「清流利き鮎会」
の全国グランプリを受賞、川北自由学校設立に向けて庄原市が旧川北小学校を無償貸与など明るいニュースも
多くありました。
  一方、庄原市の人口が１１月末で前年から836人減少し31，250人となりました。観光関連では桜花の郷ラ・
フォーレ庄原の利用者が日帰りでは前年から約一万人増の８万３千人となったものの宿泊では前年比８％減の
約２万４千人、国営備北丘陵公園では猛暑による影響で前年比約１０％減の４１万人、道の駅たかののレジ通過
者は前年比３％増の43．1万人との事でした。
　続いて会議所では、県大との新たな関係を模索する「庄原・学びのまちづくり委員会」で意見を重ね、提言書を
庄原市に提出しました。またもう一つの目標であった七塚原エリアの魅力創造においても、赤いサイロの復活に
向けたクラウドファンディングで目標160万円を大きく上回る235万円の寄付を集めました。多くの方から当時
を懐かしみ写生大会の思い出などを語られ、応援いただき、改めて七塚原のポテンシャルの高さを感じました。
続いて地域キャシュレスICカード「なみか・ほろか」では今期、前年比90％と苦戦を強いられています。より一層
ご愛顧くださるようお願いします。「庄原でいきいき働く協議会」では経済産業省の「令和6年度地域の中堅・中
核企業の経営力向上支援事業補助金」の採択を受け、採用側の研修や他業種交流を図るなど、新たな事業を
展開してまいりました。

庄原商工会議所 会頭　佐々木　満庄庄

年頭所感

司法書士法人

広島北部司法事務所

司法書士



http://shobara.co.jp/

3

　以上、将来へ更なる為の布石となる有意義な一年となりました。改めて庄原市をはじめ関係各位のご支援ご
協力に御礼申し上げます。
  さて、今年について3つの報告とお願いを申し上げます。
　１つ目は西城川のアユのブランド化についてです。西城川漁業協同組合の故・角田前組合長から、庄原のアユ
を観光の起爆剤にしたいとお話をいただきました。全国グランプリの受賞という千載一遇のチャンスでもあり、
今夏に向けて西城川漁業協同組合・庄原商工会議所・庄原観光推進機構の三者で準備を進めているところで
す。盛期には立派なアユを宿泊施設や市内の飲食店で安定的に提供できることが可能となれば比婆牛に並ぶ
大きな観光資源になりえます。課題は街全体で機運を上げることと、大雨等の天候不順を見越した安定供給と
品質の確保です。衆知を結集させて、夏の名物として「庄原の鮎」をブランディングしていきます。
　２つ目は夜のタクシーの復活についてです。５月に夜間タクシーが運休して以来、タクシーの利便性と有難さ
を痛感しております。これを受けてオンデマンドバス「よるくる」の実証運行で知見を集め、今年の春先を目標に
運送事業者と一緒に代替交通の準備を進めております。しかし、運転手の確保やカスタマーハラスメント対策は
もちろんのこと、従来の運賃収入や利用者数では持続可能なビジネスモデルとしては厳しさがあります。成功の
カギは地域全体で必要な交通インフラを「支え合う」この精神が不可欠かと思います。どのような展開になるか
決まっておりませんが、ご理解いただきますようお願いします。
　そして3つ目は、更なる賃上げと出産子育て世代や働きながら家族の介護に従事する方たちが働き易い職場
環境をお願いするものです。官公庁の皆様には昨今の物価高・賃金の高騰を反映した積算にお取組みいただき
ますようお願い申し上げます。
　世の中では人口の三分の一が高齢者となる2025年問題が叫ばれ、ますます地方から都会へ、そして給与福
利厚生が充実した大企業へ人が流れる傾向が強くなると容易に予想されます。庄原では昨年度の出生者数が
121名と戦後最少で10年前の200人台から一気に落ち込んでおり、危機感を持っています。オール庄原で「地域
力」を引き上げ、地域で育った子供たちが安心して「働き・暮らせる」地域づくりに向けご尽力いただけますようお
願い申し上げます。　
　今年も皆さんと共にこの難局に立ち向かって行く所存です。引き続き会議所に対しましてご支援ご協力を宜し
くお願いします。 
　結びに、能登半島地域の一日も早い復興と本年が皆様にとりまして、実りある一年になりますことを祈念いた
しまして新年のご挨拶といたします。
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　明けまして、おめでとうございます。
　皆様におかれましては、希望に満ちた健やかな新春をお迎えのことと、心からお慶びを申し上げますととも
に、旧年中は市政の推進に格別のご理解とご協力を賜り、厚くお礼を申し上げます。
　昨年は、元日に能登半島での大地震で年が明けました。
　この地震では、最大震度７を記録し、時間とともに多くの家屋倒壊や大規模火災などにより、462名の尊い命
が奪われるなど、甚大な被害に言葉を失いました。
　能登地域では、今なお復旧に全力を挙げておられますが、本市からも、義援金の送付や、延べ11人の応援職
員を派遣するなど、被災地の支援に取り組んだところであり、一日も早い復興をお祈りいたします。
　さて、本市の昨年を振り返りますと、民間組織である人口戦略会議が10年前に公表した報告書において、
2040年までに消滅する可能性があるとされていましたが、昨年の公表では消滅可能性自治体から脱却するこ
ととなりました。これまでの様々な取り組みが、成果として現れたものと受け止めております。
　このほか、全国初となる「芸備線再構築協議会」が設置され、鉄道の維持などに向けた協議がスタートいたし
ましたが、芸備線は、本市にとって欠かすことのできない交通手段であり、地域資源であるとの認識のもと、引き
続き、利用促進に取り組んでまいります。
　また、４月には、10年におよぶ誘致に取り組んでまいりました、株式会社ウッドワン・フォレストワンの製材工
場が竣工し、本市の掲げる「儲かる循環型林業」の実現とともに、本市経済の発展にも様々な効果を生み出すも
のと期待をいたしております。
　新年に目を向けますと、本市は３月末に市制施行20年を迎えます。
　記念すべき節目の年を市民の皆様と祝うとともに、今後のさらなる飛躍に向け、記念式典や各種記念イベント
などを行う予定といたしております。
　また、安心して子育てができる環境の充実を目的に、上野総合公園に令和８年３月の完成を目指して、「子ど
もたちと多世代の集いの場」の整備を進めております。
　子育て世代をはじめ、誰もが気軽に集い・憩うことができる場を整備し、幅広い世代の皆様の交流を促進して
まいります。
　貴商工会議所並びに会員の皆様をはじめ、市民の皆様と一体となり、にぎわいと活力のある「まちづくり」に
つなげてまいりたいと考えておりますので、ご理解・ご協力をいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。
　結びに、貴商工会議所の益々のご発展と新しい年が会員の皆様にとって幸多き一年となりますよう、心より祈
念をいたしまして、新年のごあいさつといたします。

庄原市長　木山　耕三

明けまま 、おめでとうございますしてし 、おめでとうございます。とうござし うおお うう

年頭所感
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―新たな成長への飛躍の年に―
　明けましておめでとうございます。2025年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。
　さて、昨年は内外ともに不透明かつ混迷の度合いが深まった1年でした。世界ではロシアによるウクライナ侵略の長期
化に加え、中東情勢の悪化など、地政学的リスクが拡大しました。また、経済面では米国経済が堅調さを維持する一方で、
中国経済の停滞が懸念される年になりました。加えて、昨年は主要国で選挙が相次ぎ、米国では4年ぶりにトランプ氏が
次期大統領に就任する結果となり、保護主義や自国第一主義の台頭に対する懸念が再び高まっています。
　国内に目を転じますと、1月の能登半島地震や９月の奥能登豪雨といった痛ましい災害に見舞われた1年でありました。ま
た、秋の衆院選では与党が30年ぶりに過半数を大きく下回り、少数与党へ転じるなど政治的変動が生じる一方で、経済で
は、歴史的円安や物価高が続く中、設備投資は好調で日経平均株価も史上初の４万円台を記録しました。日本銀行はマイ
ナス金利の解除に踏み切るなど、金融政策にも大きな転換点が訪れました。特に昨年は「賃上げ」をテーマとした１年でも
あり、中小企業の賃上げ率も3％台半ばに達するなど、物価と賃金の好循環に向けた大きな一歩を踏み出した１年であった
と総括できます。企業の自助努力とともに、官民を挙げた価格転嫁の取り組みが効果を示した結果でありますが、賃上げ
を行った中小企業の約６割が収益改善を伴わない中で、人手確保のための防衛的賃上げを迫られたことも事実です。賃
上げのモメンタムをいかに持続可能な形に転換するかが、停滞から成長のステージに向けた今年の大きな課題となります。
（成長の両輪は中小企業の強化と地方創生）
　日本は経済立国であり、経済成長なくして将来はありません。デフレ脱却を確実にし、成長型経済への転換を進めるた
めには、ＧＤＰの６割を占める個人消費の拡大が不可欠です。その実現は、全企業数の99.7％、就業人口の約７割、地方部
では約９割を担う中小企業・小規模事業者の生産性向上と持続的な賃上げにかかっているといっても過言ではありませ
ん。成長の両輪の一つは中小企業であり、そのデジタル化、省力化投資を含めた設備投資、技術革新、知的財産の活用・保
護といった生産性向上への不断の努力と自己変革によって付加価値を高め、賃上げ原資を生み出す必要があります。われ
われ商工会議所は本年もこうした前向きな挑戦を続ける中小企業を全力で支援してまいります。また、労務費を含む価格
転嫁対策のさらなる推進やＢtoＣでは企業側の「値を上げる勇気」も必要です。消費者にも「良いサービス、良いモノには
値が付く」という認識を持っていただき、国民全体のデフレマインドを払拭することも今年の大きなテーマでありますの
で、消費者意識の改革とともに経済環境の改善を目指していきたいと思います。
　また、成長の両輪のもう一つは「地方創生」です。地方の発展なくして日本の再生はありません。政府、地方自治体、民間
が三位一体となり、地域への人材・投資の呼び込みや「稼ぐ産業」の育成、インフラ整備などを通じて地域の経済循環を強
化し、地域の強みと潜在力、いわゆる「地域力」を引き上げるべく全力を傾ける年にしなくてはなりません。地域の経済イン
フラを担う中小企業および小規模事業者の強化は、地方創生の取り組みとも表裏一体です。政府・地方自治体には両者
を成長の両輪と位置づけ、地域ごとの特性を踏まえた成長戦略の策定と実行を強く求めたいと思いますし、われわれ全
国515の商工会議所も地域経済の再生・活性化の先導役として、さらに活動を強化できる１年にしなくてはなりません。
（大阪・関西万博の成功を大きな成長の弾みに）
　本年４月には大阪・関西万博が開幕いたします。停滞から成長への転換点にあるタイミングでの開催は、象徴的かつ歓迎
すべきことであります。「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマとする20年ぶりの万博開催が、新たな未来をつくる起爆
剤となるよう、全国の商工会議所一丸となって盛り上げてまいりましょう。わが国全体の未来に向けて成長に弾みのつく万
博となることを切に願い、皆さまの一層のご支援とご協力を心からお願い申し上げて年頭のご挨拶とさせていただきます。

日本商工会議所 会頭　小林　　健

―の年に―新たなな成成 への飛躍の成長成 への のののの のの

日日本

年頭所感
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【12月19日に木曜会を開催いたしました】

会
木曜

　今回の木曜会は庄原税務署 署長 
今村 久子 氏を講師にお招きし、「お
酒のトリセツ」をテーマにお話いた
だきました。
　国税庁の使命には「納税者の自発
的な納税義務の履行を適正かつ円
滑に実現する」ことがあります。その
中で「酒類業の健全な発達」という
任務があり、酒税行政の適正な運営
が取り組まれています。酒税収入の
状況として、国税全体の1.7％、1.2兆
円。昭和45年に比べると清酒を作る
酒造会社は約半分になったのに対
し、ビールや果実酒の酒造会社が増

えています。平成元年のビールの製
造会社は44件だったのに対し、令和
4年は537件でとても増えています。
これはクラフトビールの製造会社が
増えているためです。また、日本産酒
類の輸出動向ですが、ほぼ右肩上が
りで増加しており、海外における人
気の高さが伺えます。
　さらに令和6年12月5日に広島の
伝統的酒造りがユネスコ登録無形文
化財として遺産登録されました。庄
原市も日本酒の酒造会社が4つあ
り、応援していきたいです。年末年始
ですので、節度をもった飲酒を守り、

健康に気を付けながら有意義に楽し
んでいきましょう、とお話しされまし
た。

［題　　目］

［講　　師］ 
今村　久子 氏
庄原税務署　署長

お酒のトリセツ

2024年
庄原商工会

議所

「木曜会」
選定

　投票結果
順 位 月 事　　　　　　　柄

5

9

11

7

4

10

1

2

7

11

8

6

庄原市街地に新書店　「ほなび」オープン

庄原市で夜間のタクシーがなくなる　オンデマンドバス「よるくる」実証運行開始

「庄原のシンボル　赤いサイロ復活！」　クラウドファンディング10月17日受付開始　早くも目標達成

カープ応援隊　発足20年をむかえる

ウッドワン子会社　庄原で竣工式　地元木材ブランド化へ

西城川の鮎　「第25回　清流利き鮎会」で全国59河川の中でグランプリ

長岡廣樹氏 旭日小綬章受章記念祝賀会　開催

川北自由学校設立に向けて　庄原市が休校校舎を無償提供

ヤマモトロックマシン　国登録の有形文化財へ　「旧本社事務所兼主屋」と「旧研究室棟」の2棟

高野町　雪室の雪　溶けてなくなる　開業11年で初

広島県立大学　国営備北丘陵公園内に「サテライトラボ」を設置　国営公園内に大学機能があるのは日本初

ジビエ工房　新設　庄原市イノシシ・シカの捕獲過去最多

1

1

2

3

4

5

6

7

7

8

9

10

事　　　　　　　柄

庄原市 ニュース10大

Information
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詳しくは、庄原商工会議所までお問い合わせ下さい。 TEL72-2121

ま
る
ご
と

融
資

◎マルケイ融資（小規模事業者経営改善資金）
　融資限度額2,000万円但し、1,500万円を超える場合は
　事業計画書の提出が必要です。
　（運転資金：7年以内・設備資金：10年以内）

日本政策金融公庫　国民生活事業

金　利 1.65%（1/6現在）

［ ほなびpresents ］

本屋さんの今月の１冊
●タイトル「かなしきデブ猫ちゃん」
●出 版 社 集英社
●著　　者 文：早見和真
　　　　絵：かのうかりん

　吾輩も”ネコ”である。
　こんな一文から幕を開ける本書。
　作者の早見和真さんが初めて手掛けられて
いる絵本が文庫化されたものです。主人公の
デブ猫マルがひょんなことから愛媛の地を巡
る旅に出ます。子どもたちに「私たちの住んで

いる土地はこんなに素敵な場所なんだ」と郷
土愛と誇りを抱いてほしい。そんな願いが込
められた作品です。でも広島関係ないじゃ
ん...と思いますよね。なんと今年から広島編
の連載が始まります！
ぜひマルのことを応援してください♪

あらすじ・コメントあらすじ・コメント 文：妹尾　千紘（ほなびスタッフ）
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仕出し・お弁当　承ります
園内配達致します

ご予約・お問い合わせ  TEL 0824-72-7211
〒727-0004
庄原市新庄町5281-1
TEL：0824-73-1800

進化する 庄原さくら温泉…進化する 庄原さくら温泉…

〒727-0
庄原市新
TEL

1

：0

進化進化するする 庄庄原さ原 くら進化進化するする 庄庄原さくらら温泉…ら温泉…

16種類の浴槽と
美容に特化したシャワーヘッド、
季節に応じた変わり風呂も好評です。
夕霧の湯に
ととのいスペース（外気浴）をつくりました。
ドライサウナとともにお楽しください。


